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在することである (OR.82-8，一二二一三 O 
さらにアーレントはカフカの作品が透視力のような力、世界の現実の仁ドにとぐっぷ
り浸かっている者の13良には見えない現実の隠された構造をむき出しにする力をもっ









































































































































は主張する (EU，80， 1 一一O一一)。また彼女はカフカの物語とは建物の設計図
のような「設計図J(blueprints)であり、この「設計i玄Llは、読者側の努力、すな
わち自らの想像力を働かせ、「建築家の意図と建物の未来の現われJ を想像の 1~ll で






















の中で安らおうとするJ(try to be at home in the world) ことである (EU，38， 2一



































いたる O そのことについてアーレントは次のように述べている or夜、が知るかぎり、
彼女はこのばかげた結婚に関して一つの物語も書いてはいなし 1。しかし彼友は、自
分にとって若気の過ちについての明白な教訓となったにちがいないこと、すす『なわち、
物諾を現実ならしめようとする『罪(れthe官 “、4si凶n"0ぱfmak七in吟19a storりycωometれn印絹、u児e) につ
いて、物語が現われるのを忍忍、翻樹噂強く待ち (ωwへ礼νr叩
(何i匝略1各討)想想(像力のi中fヤコでで、反復することをせずず、に、あらかじめ考えられたパターンに従っ
て自らの人生を弄る f罪jについて、いくつかの物語を書いている。J(IVIDT. 106. 
一三回)このように述べ、アーレントは登場人物が人生において物語を現実ならし
めようとしたがために、悲惨な結末に至る f七つのゴシック物語i所収の三つの物




















物語における世界の受容は、「意味を定義する」こと (todefine meaning) と「意




いう誤りを犯すことなしに意味を明らかにする J(storytelling reveals meaning 
















































































した、そしてその夢が『ウヱルギリウスの死Jであると主張する (EU，159-60. 1 
一二一六一七)0rウェルギリウスの死jとは、ヨーロッパ史における「伝統の断絶J
の深淵、くもはやない>とくまだない>との関の「虚ろな空間と虚ろな時間が口を
あけた深淵J(an abyss of empty space and empty time) という現実そのものを明るみ
によHした作i品なのである O
さらにアーレントはfウェルギリウスの死』という文学作品自体がこの深淵にウヱ


















(EU， 161-2， 1 -二一八一二0)0そしてこの了美という虚ろな領域jにおける陶酔
から脱出し、世界の現実へ、そして歴史へと帰還するとし寸決定自体が「伝統の断絶J
により生じたくもはやない>とくまだない>との間の深淵を架橋するということを
示唆する O このようなアーレントの解釈から読み取れるのは、「美という j金ろな領
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